
建
交
労
東
京
学
校

第
一
回
５
月
２
０
日
（
土
）
賃
金
と

雇
用
、
第
二
回
６
月
１
７
日
（
土
）
人

間
ら
し
い
働
き
方
、
に
大
塚
労
働
会
館

に
て
東
京
都
本
部
の
遠
藤
書
記
長
が
講

師
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

多
数
の
出
席
者
が
参
加
し
こ
れ
か
ら

の
組
合
活
動
に
つ
い
て
多
く
の
事
を
学

び
生
か
し
て
進
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

勉
強
し
た
い
方
は
大
歓
迎
な
の
で
多

く
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
日
程
で
す
。

第
３
回

7
月
１
５
日
（
土
）

第
４
回

９
月
１
６
日
（
土
）

場
所

大
塚
労
働
会
館

時
間
９
時
３
０
分
〜
１
２
時
３
０
分

中

央

労

使

セ

ミ

ナ

ー

北
海
道
北
広
島
市
で
第
４
０
回
中
央

労
使
共
同
セ
ミ
ナ
ー
が
、
６
月
１
８
〜

１
９
日
の
日
程
で
６
５
名
の
労
使
が
参

加
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

初
日
に
は
、
中
島
ト
ラ
ッ
ク
部
会
副

部
会
長
の
開
会
挨
拶
に
続
い
て
フ
リ
ー

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
西
谷
文
和
氏
の
記

念
講
演
﹇
戦
火
の
子
ど
も
た
ち
に
学
ん

だ
こ
と
﹈
戦
争
状
態
に
あ
る
南
ス
ー
ダ

ン
、
ソ
マ
リ
ア
、
シ
リ
ア
な
ど
の
子
供

達
の
実
態
。
な
ぜ
自
衛
隊
は
派
遣
さ
れ

て
い
た
の
か
な
ど
に
つ
い
て
分
か
り
や

す
く
講
演
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
札
幌

ワ
ー
カ
ー
ズ
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
佐
藤
修

二
氏
の
特
別
講
演
﹇
労
働
時
間
と
健
康
﹈
、

長
時
間
労
働
が
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し

事
故
な
ど
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
、
長
時

間
労
働
を
減
ら
す
取
組
の
必
要
性
を
強

調
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
２
日
目
は
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
専
務
理
事
細
野
高
弘

氏
の
特
別
講
演
﹇
全
ト
協
か
推゙
進
す
る

ト
ラ
ッ
ク
事
業
の
経
営
改
善
と
労
働
時

間
改
善
対
策
﹈
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
事
故

を
減
ら
す
教
育
、
人
材
確
保
と
育
成
に

対
す
る
取
組
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。フ

ロ
ア
ー
発
言
で
は
地
域
か
ら
の
代

表
が
、
各
地
域
の
部
会
の
取
組
、
ト
ラ
ッ

ク

業

界

の

抱

え

る

人

手

不

足

、

長

時

間

労

働

な

ど

の

発
言
が
あ
り
。
最
後
に

☆

生

活

と

経

営

の

安

定

を

求

め

、

実

運

送

の

運

賃

水

準
の
向
上
を
め
ざ
し
て
い
く
。

☆
適
正
運
賃
を
収
受
す
る
た
め
、
荷
主

と
の
対
等
平
等
の
関
係
を
築
い
て
い
く
。

☆
若
者
が
集
え
る
仕
事
と
す
る
た
め
、

魅
力
あ
る
業
界
づ
く
り
に
努
力
す
る
。

☆
平
和
な
社
会
の
構
築
の
た
め
、
戦
時

の
輸
送
を
許
さ
な
い
。

以
上
の
労
使
共
同
ア
ピ
ー
ル
を
満
場

の
拍
手
で
確
認
し
、
２
日
間
の
日
程
を

終
了
し
ま
し
た
。

６
月
17

日
〜
18

日
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ホ

テ
ル
神
戸
に
て
全
国
環
境
部
会
春
闘
総

括
幹
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
２
日
間
で
21

名
、
こ
の
日
は

建
交
労
学
校
と
日
程
が
重
な
り
中
央
本

部
の
福
富
書
記
次
長
と
、
部
会
の
山
下

事
務
局
長
も
所
用
で
欠
席
さ
れ
ま
し
た
。

ウ
ォ
ー
タ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
支
部

の
小
島
副
部
会
長
の
司
会
で
始
ま
り
、

小
林
部
会
長
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
今
日

の
厳
し
い
情
勢
の
中
で
全
国
環
境
部
会

の
仲
間
達
が
そ
れ
ぞ
れ
17

春
闘
を
ど
う

闘
い
、
結
果
と
し
て
回
答
は
ど
う
だ
っ

た
の
か
、
こ
の
会
議
で
議
論
を
し
総
括

し
て
い
く
。
年
々
、
組
織
が
減
少
す
る

中
、
高
齢
化
も
進
み
、
組
織
拡
大
は
部

会
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
と
、
挨
拶
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
愛
知
、
京
都
、
兵
庫
、
茨

城
の
仲
間
か
ら
は
、
今
春
闘
の
取
り
組

み
や
成
果
が
報
告
さ
れ
、
一
日
目
が
終

了
し
、
二
日
目
は
、
秋
田
、
兵
庫
、
そ

し
て
我
々
、
関
東
支
部
の
春
闘
の
報
告

が
な
さ
れ
、
全
体
で
議
論
し
、
ま
と
め

で
小
林
部
会
長
は
今
春
闘
で
は
各
支
部
、

分
会
に
お
い
て
全
般
的
に
前
進
す
る
回

答
を
勝
ち
取
っ
た
。
世
代
交
代
が
進
む

中
、
自
分
達
の
職
場
の
労
働
条
件
、
な

ら
び
に
要
求
内
容
・
趣
旨
を
よ
く
理
解

し
意
思
統
一
を
図
り
交
渉
に
当
た
る
よ

う
学
習
が
必
要
だ
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

清
掃
に
関
し
て
は
行
政
か
ら
の
資
料

を
活
用
し
て
交
渉
の
武
器
に
し
て
闘
う

事
が
重
要
だ
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
阪
神
競
馬
分
会
の
Ｊ
Ｒ
Ａ
・

農

水

省

へ

の

要

請

行

動

を

7

月

19

日

（
水
）
に
行
う
事
、
そ
し
て
全
国
環
境

部
会
総
会
を
10

月
21

日
・
22

日
の
日
程

で
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ホ
テ
ル
神
戸
で
行
う

事
を
確
認
し
て
二
日
間
の
会
議
を
終
了

し
ま
し
た
。

２
０
１
７
青
年
部

反
核
キ
ャ
ラ
バ
ン

日
時

７
月
３
０
日
（
日
）

関
東
支
部
か
ら
は
、
旭
分
会
、
２
名

参
加
し
当
日
都
庁
前
か
ら
出
発
し
て
静

岡
県
本
部
ま
で
行
き
そ
こ
か
ら
全
国
青

年
部
の
仲
間
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
し
て
、

広
島
ま
で
行
き
、
平
和
行
進
に
参
加
。

多
く
の
支
援
、
ご
協
力
に
お
願
い
致

し
ま
す
。
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駅
頭
宣
伝
行
動

６

月

５

日

（

月

）

１

８

時

３

０

分

か

ら

赤

羽

駅

前

に

て

毎

年

６

月

は

都

本

部

組

織

拡

大

月

間

で

す

。

拡

大

月

間

の

一

環

と

し

て

世

界

環

境

デ

ー

で

あ

る

６

月

５

日

に

都

本

部

・

環

境

ア

ク

セ

ス

・

高

齢

者

部

会

と

連

携

し

て

環

境

美

化

を

図

る

に

は

環

境

関

連

で

働

く

労

働

者

の

待

遇

改

善

が

必

要

で

あ

る

と

考

え

国

民

に

訴

え

る

宣

伝

行

動

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

総

勢

３

１

人

の

仲

間

が

集

ま

り

本

年

度

も

開

催

時

間

に

な

る

と

雨

が

降

っ

た

り

止

ん

だ

り

繰

り

返

す

中

、

冒

頭

浅

井

委

員

長

の

訴

え

か

ら

始

ま

り

各

部

会

の

代

表

者

の

声

が

多

く

の

皆

さ

ん

に

届

い

て

い

た

と
思

い

ま
す

。

ま

た

参

加

し

た

仲

間

は

短

時

間

で

３

０

０

枚

以

上

の

ビ

ラ

入

り

テ

ッ

シ

ュ

を

た

く

さ

ん

の

人
達
に
配
布
し
ま
し
た
。

行
動
の
趣
旨
と
は
？

世

界

環

境

デ

ー

に

合

わ

せ

て

環

境

美

化

の

仕

事

に

関

わ

る

関

東

支

部

・

鉄

道

東

京

環

境

ア

ク

セ

ス

・

事

業

団

高

年

齢

者

分

会

を

中

心

に

各

労

働

条

件

向

上

と

業

界

改

善

で

日

本

も

環

境

を

良

く

し

日

本

の

文

化

を

守

っ

て

行

く

事

を

国

民

に

ア

ピ

ー

ル

・

環

境

美

化

に

は

一

定

の

コ

ス

ト

が

か

か

る

事

を
国

民

に
周

知

・

環

境
ア

ク

セ

ス

で

働
く
労
働
者
へ
の
宣
伝
を
含
む
。

通
信
大
学
報
告

忙

し

い

中

、

通

信

大

学

を

受

講

し

て

い

る

組

合

員

で

す

、

ど

な

た

で

も

受

け

ら

れ

る

の

で

多

く

の

受

講

者

の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

基
礎
倫
理
コ
ー
ス

関
東
支
部
委
員
長

浅
井

健
一

労
働
組
合
コ
ー
ス

関
東
支
部
執
行
委
員

佐
藤

義
明

城
北
分
会

倉
沢

裕
幸

勤
通
大
受
講
中
間
感
想

東
洋
分
会

佐
藤

義
明

も

っ

と

労

働

組

合

の

事

を

詳

し

く

な
ろ

う

と
思

い

や

っ

て

み

ま

し

た

が
、

や

は

り

あ

ま

り

に

も

無

知

だ

っ

た

事

に

痛

感

し

ま

し

た

。

後

、

2

回

あ

り

ま

す

が

少

し

で

も

組

合

の

事

に

詳

し

く

な

れ

る

よ

う

に

頑

張

り

た

い

と

思

い
ま
し
た
。

東
京
都
議
会
選
挙

投
票
日
が
７
月
２
日
（
日
）
で
す
。

都

内

在

住

の

方

は

大

切

な

一

票

が

あ

り

ま

す

の

で

必

ず

投

票

し

て

く

だ

さ

い

。

あ

な

た

の

一

票

が

東

京

を

動

か
し
ま
す
。

熱
中
症
対
策

予
防
の
ポ
イ
ン
ト
は
5
つ
で
す
。

今

月

か

ら
し

っ

か
り

準

備

し

て

熱

中

症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

１

気
温
・
湿
度
の
チ
ェ
ッ
ク

熱

中

症

は

高

温

・

多

湿

の

環

境

に

気

を

つ

け

る

こ

と

が

大

切

で

す

、

高

温

環

境

を

示

す

数

値

は

「

暑

さ

指

数

」

を
参

考

に

す
る

よ

う

に

し

ま

す
。

夏

に

な

る

と

毎

日

予

報

が

で

ま

す

の
で
、
気
に
か
け
ま
し
ょ
う
。

２

こ
ま
め
な
水
分
補
給

暑

い

時

は

、

目

に

見

え

な

く

て

も

多

量

の

発

汗

に

よ

り

、

水

分

を

失

っ

て
い
ま
す
。

喉

の

渇

き

を

感

じ

る

前

に

、

こ

ま

め

に

水

分

を

補

給

す

る

こ

と

が

必

要

で

す

。

特

に

労

働

時

は

、

注

意

が

必

要

で

す
。

体

を

動
か

し

て

い

る

時

は
、

15

分
〜
20

分

お
き

に
は

休
憩

を
と

り
、

水
分
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

３

暑

い

中

で

の

無

理

な

運

動

を

避
け
る

運

動

時

は

熱

中

症

の

リ

ス

ク

が

高

ま

り
ま
す
。

普

段

よ

り

多

く

休

憩

を

と

る

よ

う

に

し

て

、

体

調

に

よ

っ

て

は

、

中

止

し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

暑

い

時

に

急

に

運

動

を

始

め

る

よ

り

も

、

日

頃

か

ら

運

動

を

し

、

体

を

慣

れ

さ

せ

て

お

く

必

要

が

あ

り

ま

す
。

４

服
装

体

を

締

め

付

け

す

ぎ

な

い

よ

う

に

気

を

つ

け

、

熱

を

逃

す

工

夫

を

し

ま

す
。淡

い

色

の

方

が

暑

さ

を

吸

収

し

に

く

い

の

で

、

白

な

ど

の

色

を

選

ぶ

よ

う

に

し

て

、

帽

子

や

日

影

に

入

り

日

差
し
を
遮
る
よ
う
に
し
ま
す
。

５

体
調
管
理

疲

労

や

体

調

不

良

が

、

熱

中

症

の

発
生
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。

寝

不

足

や

食

生

活

が

乱

れ

な

い

よ

う

に

、

日

頃

か

ら

体

調

管

理

を

怠

ら

な

い

よ

う

に

す

る

こ

と

が

大

切

で

す
。

関東支部メールアドレス・kenkourou_kantousibu@yahoo.co.jp


